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令和２年６月８日（月）、新型コロナウイルス感染症患者の搬送要請に備えて、保健所、奄美
市、消防、県立大島病院等の７機関５０名以上が参画した搬送実地検証を実施しました。
感染拡大の第二波への対応を視野に、医療従事者をはじめ搬送に携わる各関係機関と綿
密な連携を図り、離島における感染症患者の搬送要請に万全を期すため、合同検証を行い活
発な意見交換が行われました。

巡視船かいもんを使用した実地検証

島民の安心・安全のために



令和２年５月１２日の「海上保安の日」にあたり、海上保安業務に多大な貢献の
あった奄美海上保安部及び巡視船あまぎ、巡視船かいもんが第十管区海上保安本部長
表彰等を受賞し、５月２５日（月）表彰伝達式を行いました。
【第十管区海上保安本部長表彰】

「屋久島大雨災害に伴う対応」（巡視船あまぎ）
・令和元年5月18日に屋久島で発生した大雨土砂災害で登山者３１４名が孤立した事案で、巡視船
あまぎが救助機関等の人員搬送や救援物資等の搬送などの任務にあたったもの

「潜水士」（巡視船あまぎ 潜水士２名）
・多年にわたる潜水士としての功績

令和２年４月２８日（火）、奄美市名瀬総合支所において新型コロナウイルス感染症対策情報
連絡会議が開催され、奄美大島５市町村及び関係機関の計１２機関３８名が参集して感染拡
大防止対策や各機関の取り組み状況等について情報共有しました。
奄美海上保安部からは、患者搬送等への対応について情報共有しました。



令和２年６月１３日（土）、龍郷町立円小学校の児童及び教職員、地元関係者と円海
岸の清掃及び漂着ゴミ分類調査を実施しました。
当日は、円小学校児童９名、教職員５名、地元住民２１名と当部職員が参加し、回収

したゴミは約２０３キログラムになりました。
子供たちは、漂着ゴミの種類やその多さに驚いた様子で、海洋環境保全の大切さを考

える良い機会となりました。

令和２年５月１９日（火）～２０日（水）、第十管区海上保安本部管内の潜水士及び機
動救難士が鹿児島港谷山区において一堂に会し、救助能力の向上等を目的とした合同訓練
を実施しました。
訓練には奄美海上保安部所属の巡視船「あまぎ」潜水士も参加し、日頃の訓練成果を十

分に発揮するとともに、新型コロナウイルス感染者対応時における各組織の現状等につい
て情報共有を図りました。

新型コロナ感染症対策訓練転覆船想定訓練



令和２年６月２５日（木）午後９時５８分頃、一般電話にて奄美海上保安部あて「奄美大島梵

論瀬埼（ぼろせさき）の北で一人乗りの小型船（1.3トン）が航行不能となった。救助を求めてい

る。」と小型船船長の妻から通報がありました。

奄美海上保安部では、巡視船「かいもん」を救助に向かわせ、同日午後11時22分、小型船と

会合、巡視船「かいもん」搭載艇にて曳航し、26日午前1時50分、小型船を名瀬港に入港させ、

救助完了しました。小型船は航行中に舵が故障したもので、船長に怪我等はありませんでした。

令和２年４月８日（水）午前９時３０分頃、 一人乗りのヨット８．５トンから、「名瀬沖でヨットの舵
が壊れて航行できません。救助をお願いします。」と118番通報がありました。
巡視船「あまぎ」及び巡視船「いそなみ」を急行させたところ、該船は推進器に海藻を絡ませ
使用不能となったことから、帆走航行をしていたところ舵が効かなくなったもので、巡視船「あま
ぎ」潜水士が推進器に絡まっている海藻を除去したところ、自力航行可能となったことから、巡
視船「あまぎ」による伴奏警戒のもと名瀬港へ無事入港しました。

推進器に絡んだ藻を除去する

巡視船あまぎ潜水士

漂流中のヨット

曳航開始

小型船
かいもん
搭載艇



令和２年５月３日午後３時４０分頃、鹿児島県危機管理防災局から第十管区海上保安本部運
用司令センターあて、『緊急手術を要する喜界島の急性虫垂炎患者（93歳女性）を喜界島湾港
から奄美大島名瀬港まで搬送して欲しい。』との要請を受けました。
奄美海上保安部では、巡視船「あまぎ」を喜界島に急行させ、午後７時10分、喜界島湾港に
おいて、患者及び医師等計4名を乗船させ、午後９時４０分奄美大島名瀬港へ入港、患者を救
急車へ引継ぎ、奄美市内の県立大島病院へ搬送されました。

患者引き取り状況（喜界島湾港）

令和２年５月２２日午後８時３３分頃、鹿児島県危機管理防災局から第十管区海上保安本部
運用司令センターあて、『上部消化管から出血のある女性（87歳）の搬送をお願いします。』と
の要請を受けました。
奄美海上保安部では、天候不良により航空機の飛行ができないことから、巡視船「かいもん」
を喜界島に急行させ、２３日午前０時０分、喜界島湾港において、患者及び医師等計4名を乗
船させ、午前１時３０分奄美大島名瀬港へ入港し、患者を救急車へ引継ぎ、奄美市内の県立
大島病院へ搬送されました。

患者引き渡し状況（名瀬港）



令和２年５月３０日午後１１時２１分頃、鹿児島県危機管理防災局から第十管区海上保安本
部運用司令センターあて、『消化管出血のある男性（83歳）の搬送をお願いします。』との要請
を受けました。
奄美海上保安部では、天候不良により航空機の飛行ができないことから、巡視船「かいもん」
を喜界島に急行させ、３１日午前２時１０分、喜界島湾港において、患者及び医師等計4名を乗
船させ、同日午前３時３０分奄美大島名瀬港へ入港し、患者を救急車へ引継ぎ、奄美市内の
県立大島病院へ搬送されました。

患者引き渡し状況（名瀬港）

令和２年６月９日午後４時４分頃、鹿児島県危機管理局から第十管区海上保安本部運用司
令センターあて、『与論島所在の病院に入院中の女性（90歳）が急性心筋梗塞となったため、
那覇へ搬送して欲しい。』との要請を受けました。
天候を勘案し、航空機及び奄美海上保安部所属巡視船「かいもん」を急行させましたが、同
日午後６時５分頃、那覇航空基地所属のヘリコプターMH９７５が与論空港に到着、患者及び医
師等計４名を同乗させ、午後７時５分頃那覇空港に到着し、患者を救急車へ引継ぎました。
搬送中、患者は意識もあり、容体は安定していました。

患者引き渡し状況（那覇空港）



令和２年６月２１日午後９時１０分頃、鹿児島県危機管理防災局から第十管区海上保安本部
運用司令センターあて、『沖永良部所在の病院に入院中の男性（94歳）が右大腿動脈閉塞症
のため、那覇へ搬送をお願いします。』との要請を受けました。
奄美海上保安部では、天候不良により航空機の飛行ができないことから、巡視船「かいもん」
を沖永良部島に急行させ、２２日午前１時４０分、沖永良部島和泊港において、患者及び医師
等計４名を乗船させ、同日午前５時２５分頃、那覇新港へ入港し、患者を救急車へ引継ぎまし
た。 搬送中、患者は意識もあり、容体は安定していました。

患者引き取り状況（和泊港）

和泊港

那覇新港

和泊港

那覇新港

令和２年７月１日午後１時４０分頃、鹿児島県危機管理防災局から第十管区海上保安本部運
用司令センターあて、『沖永良部島で男性が交通事故による多発障害のため、那覇へ搬送を
お願いします。』との要請を受けました。
天候不良により航空機の飛行ができないことから、古仁屋海上保安署所属の巡視艇「いそな
み」を沖永良部島に急行させ、午後５時３５分、沖永良部島和泊港において、患者及び医師等
計４名を乗船させ、同日午後１０時０７分頃、那覇新港へ入港し、患者を救急車へ引継ぎました。
搬送中、患者の容体に変化はありませんでした。

患者搬送時の状況



奄 美 海 上 保 安 部

〒８９４-００３４ 鹿児島県奄美市名瀬入舟町２２番１号
TEL・FAX 0997-52-5811

海上保安大学校 海上保安学校

インターネット 8月27日～9月7日 7月21日～7月30日

郵送・持参 8月27日～8月28日 7月21日～7月22日

10月31日、11月1日 9月27日

12月18日 10月20日～10月29日

2021年1月21日 11月25日

2021年4月　採　用　時　期

受付期間

　第　１　次　試　験　

　第　２　次　試　験

　最　終　合　格　発　表

詳しくは、下記ホームページまたは奄美海上保安部へお問い合わせください。

７月２日（木）奄美市を中心に放送するコミュニティＦＭ局“あまみエフエム”に管理課職員が生
出演し、「海の日」の由来と「海上保安官募集」について周知を行いました。

奄美市を中心に放送するコ
ミュニティＦＭ局。呼出符
号は「あまみエフエム」、
愛称は「ディ!ウェイヴ」。
周波数77.7MHz、出力20W 


